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新
城
市
が
策
定
し
て
い
る
「
新
城

市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
一
つ
と
し
て
、
今
年
度
か

ら
「
地
域
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
事
業
（
地

域
自
治
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
策
定
を
目
標
）
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

 

作
手
地
域
自
治
区
で
は
、
今
年
度

「
作
手
地
域
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を

策
定
し
、
全
戸
配
布
し
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
３
年
後
の
計
画
の
見
直
し
や

改
善
に
向
け
て
、
こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

今
年
度
の
地
域
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
事

業
の
一
つ
と
し
て
、
11
月
に
全
地

域
自
治
区
の
地
域
協
議
会
委
員
を
対

象
と
し
た
先
進
地
視
察
（
岡
山
県
津

山
市
阿
波
（
あ
ば
）
地
区
・
岐
阜
県

恵
那
市
の
２
コ
ー
ス
）
と
、
１
月

18
日
に
視
察
に
参
加
し
た
委
員
の

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
岡
山
県
津
山
市
阿
波
地

区
の
視
察
内
容
と
、
参
加
し
た
地
域

協
議
会
委
員
の
意
見
な
ど
に
つ
い

て
、
報
告
し
ま
す
。 

 

岡
山
県
津
山
市
は
、
岡
山
県
の
北

東
部
に
位
置
し
、
面
積
５
０
６
・
３

６
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
約

10

万
４
千
人
の
、
面
積
・
人
口
と

も
に
新
城
市
よ
り
大
き
な
市
で
す
。 

 

市
の
北
部
に
、
合
併
前
、
県
内
で

一
番
小
さ
な
村
で
あ
っ
た
阿
波
（
あ

ば
）
地
区
が
あ
り
ま
す
。
面
積
は
、

協
和
地
区
よ
り
少
し
大
き
い
４
２
・

０
７
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口

は
、
作
手
地
域
の
４
分
の
１
を
下
回

る
約
５
６
０
人
。
中
心
部
の
標
高
は

約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
、
周
囲
を
１
，

０
０
０
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々
に
囲
ま

れ
た
山
間
地
で
す
。 

 

こ
の
小
さ
な
地
区
が
、
今
年
度
、

過
疎
地
域
自
立
活
性
化
優
良
事
例
表

彰
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
、
全
国
で

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
成
17
年
２
月
28
日
、
１
１
５

年
続
い
た
阿
波
村
（
あ
ば
そ
ん
）
は

津
山
市
に
編
入
合
併
し
ま
し
た
。 

合
併
時
に
７
０
８
人
だ
っ
た
人
口
が

急
速
に
減
少
す
る
中
で
、
津
山
市
の

「
住
民
自
治
協
議
会
モ
デ
ル
事
業

（
高
齢
化
、
過
疎
化
の
進
む
地
域
を

対
象
に
集
落
機
能
の
再
編
や
地
域
活

性
化
を
目
指
す
事
業
。
）
」
の
採
択

を
受
け
、
平
成
20
年
度
か
ら
取
り

組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
そ
の
後
も
人
口
は
減
少

し
、
平
成
25
年
３
月
に
は
幼
稚
園

が
休
園
、
平
成
26
年
３
月
に
は
小

学
校
が
閉
校
、
農
協
の
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
も
撤
退
し
、
平
成
27
年
４

月
に
は
市
役
所
の
支
所
も
出
張
所
に

縮
小
と
い
う
「
逆
境
の
デ
パ
ー
ト
状

態
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
こ
の
逆
境

に
抗
し
た
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま

す
。 

 

地 域 協 議 会 

だ よ り 
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地
域
協
議
会
先
進
地
視
察 

～
地
域
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
事
業
～ 

 

合
併
か
ら
10
年
、 

 

い
ま
再
び
村
が
は
じ
ま
る 

～
岡
山
県
津
山
市
阿
波
地
区
～ 

11
月
15
日
・
16
日
視
察 

▲大ヶ山（標高９８９ｍ）からの阿波地域 
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平
成

26

年
４
月

に
は
、
「
自
治
体
と

し
て
の
村
は
無
く

な
っ
た
け
れ
ど
、
新

し
い
自
治
の
か
た
ち
と
し
て
、
『
心

の
ふ
る
さ
と
』
と
し
て
、
村
は
あ
り

続
け
る
」
と
、
「
あ
ば
村
宣
言
」
を

発
表
し
、
「
あ
ば
村
運
営
協
議
会
」

を
発
足
。
地
区
ま
る
ご
と
の
運
営
体

制
と
し
ま
し
た
。 

 

あ
ば
村
運
営
協
議
会
は
、
既
存
の

活
動
組
織
を
活
用
し
た
住
民
自
治
組

織
で
、
村
役
場
を
模
し
て
５
つ
の
部

を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

【
総
務
部
】 

 

総
務
・
人
事
、
防
災
・
防
犯
、
全

地
区
的
な
催
し
の
実
施
、
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
主
体
組
織
は
、
「
連
合
町
内
会

阿
波
支
部
」
で
、
ほ
か
に
消
防
団
、

子
ど
も
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
体
育
協

会
、
文
化
協
会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。 

【
環
境
福
祉
部
】 

 

環
境
学
習
、
ご
み
減
量
・
資
源

化
、
過
疎
地
有
償
運
送
、
除
雪
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
主
体
組
織
は
、

過
疎
地
有
償
運
送
制
度
を
活
用
し
た

外
出
支
援
を
行
っ
て
い
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
あ
ば
」
で
、
ほ

か
に
社
会
福
祉
協
議
会
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

【
農
林
事
業
部
】 

 

農
地
の
保
全
・
集
約
化
、
農
産
加

工
品
の
製
造
・
販
売
、
有
機
無
農
薬

農
法
の
実
践
・
拡
大
、
森
林
資
源
の

活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
主
体

組
織
は
、
「
一
般
財
団
法
人
あ
ば
グ

リ
ー
ン
公
社
」
で
、
各
加
工
グ
ル
ー

プ
と
合
同
会
社
あ
ば
村
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。 

【
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
部
】 

 

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
・
購
買
の
運

営
、
木
の
駅
事
業
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
、
お
試
し
住
宅
（
旧

教
員
住
宅
）
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
主
体
組
織
は
、
農
協
か
ら
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
と
購
買
事
業
を
引
き

継
い
だ
「
合
同
会
社
あ
ば
村
」
で
、

一
般
財
団
法
人
あ
ば
グ
リ
ー
ン
公
社

と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

【
交
流
・
発
信
部
】 

 

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
展

開
、
各
種
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

あ
ば
村
宣
言
等
の
普
及
・
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。
主
体
組
織
は
、

「
一
般
財
団
法
人
あ
ば
グ
リ
ー
ン
公

社
」
で
、
ほ
か
に
あ
ば
フ
ァ
ン
ク
ラ

ブ
、
あ
ば
観
光
会
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

総
務
部
以
外
の
部
で
は
、
法
人
格

を
取
得
し
た
団
体
が
、
各
事
業
の
主

担
当
に
な
っ
て
進
め
る
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
。
責
任
体
制
を
明
確
に
す

る
こ
と
で
、
今
後
、
各
事
業
の
採
算

性
な
ど
も
考
慮
し
た
運
営
を
行
い
、

事
業
の
継
続
、
発
展
に
つ
な
げ
た
い

考
え
で
す
。 

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
あ
ば 

 

阿
波
地
区
で
は
、
以
前
、
「
無
料

福
祉
バ
ス
」
が
運
行
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
利
用
状
況
や
利
便
性
な
ど
を

検
証
し
、
道
路
運
送
法
の
「
過
疎
地

有
償
運
送
制
度
」
を
活
用
し
た
外
出

支
援
事
業
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
過
疎
地
有
償
運
送
は
、
運

転
が
で
き
る
方
を
登
録
し
、
登
録
会

員
か
ら
の
連
絡
を
受
け
、
目
的
地
ま

で
運
ぶ
仕
組
み
で
す
。 

 

平
成
24
年
３
月
、
阿
波
地
区
の

有
志
（
配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

＜住民自治協議会の活動経緯＞ 

平成２０年度 

  地域内８自治会を中心に「阿波 

 まちづくり協議会」発足。 

平成２２年度 

  環境に特化した地域づくりとし 

 て「エコビレッジ阿波構想」を策 

 定。 

平成２３年度 

  阿波まちづくり協議会、あばグ 

 リーン公社、NPO法人、地元企 

 業、市で「エコビレッジ阿波推進 

 協議会」を結成。 

平成２４年度 

  ごみ減量等環境率先行動やアヒ 

 ル農法の実践、過疎地有償運送開 

 始、間伐材の集荷・チップ化を行 

 い温泉燃料としての実証実験。 

平成２５年度 

  木の駅プロジェクト、都市との 

 交流事業開始。あば村宣言。 

平成２６年度 

  「あば村運営協議会」発足。  
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ア
、
助
け
合
い
の
会
）
に
よ
り
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ビ
レ
ッ
ジ
あ
ば
」
が

結
成
さ
れ
、
同
年
７
月
か
ら
外
出
支

援
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

平
成
26
年
度
は
、
９
人
の
登
録

運
転
手
が
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
か
ら

無
償
で
貸
与
さ
れ
て
い
る
２
台
の
電

気
自
動
車
と
自
家
用
車
を
使
い
、

36

人
の
登
録
会
員
の
外
出
支
援

（
延
べ
４
７
７
人
、
４
６
３
便
）
を

行
い
ま
し
た
。 

 

利
用
料
金
は
、
阿
波
地
区
内
１
回

１
０
０
円
、
阿
波
地
区
外
の
最
寄

駅
、
美
作
河
井
駅
ま
で
１
回
２
０
０

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
事
業
に
よ
り
、
地
区
内
で
の

買
い
物
や
食
事
、
温
泉
利
用
客
の
運

送
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
地
区
住
民

の
要
望
で
あ
る
隣
の
地
区
や
市
街
地

の
医
療
機
関
へ
の
送
迎
が
で
き
な
い

こ
と
が
課
題
で
す
。
現
在
、
過
疎
地

有
償
運
送
以
外
の
新
た
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

◆
一
般
財
団
法
人
あ
ば
グ
リ
ー
ン
公
社 

 

営
農
組
合
の
約
７
割
が
65
歳
以

上
で
あ
っ
た
旧
阿
波
村
の
高
齢
農
家

支
援
に
重
点
を
置
く
組
織
と
し
て
、

平
成

11

年
３
月
に
設
立
し
ま
し

た
。
資
本
金
１
億
円
（
旧
村
８
，
９

０
０
万
円
、
農
協
１
，
０
０
０
万

円
、
森
林
組
合
１
０
０
万
円
）
。 

 

あ
ば
グ
リ
ー
ン
公
社
は
、
農
地
保

有
合
理
化
事
業
、
農
作
業
受
託
事

業
、
農
産
物
生
産
加
工
販
売
事
業
の

ほ
か
、
農
業
関
係
施
設
や
観
光
施

設
、
県
施
設
、
あ
ば
温
泉
、
あ
ば
交

流
館
の
管
理
や
市
営
バ
ス
・
ス
ク
ー

ル
バ
ス
の
運
行
、
一
般
廃
棄
物
収
集

運
搬
、
道
路
除
雪
作
業
な
ど
、
と
て

も
多
く
の
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
地

区
運
営
の
エ
ン
ジ
ン
と
言
え
ま
す
。 

 

現
在
、
21
人
の
職
員
が
従
事
し

て
い
ま
す
が
、
職
員
の
年
齢
が
高
く

後
継
者
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

◆
合
同
会
社
あ
ば
村 

 

平
成
25
年
４
月
、
農
協
が
平
成

26
年
３
月
末
で
地
区
唯
一
の
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
撤
退
す
る
と
表

明
。
田
舎
の
生
活
で
は
、
自
動
車
は

必
須
で
、
地
区
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
が
無
く
な
れ
ば
、
往
復
20
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
走
ら
な
け
れ
ば
燃
料
が

買
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
中

に
は
バ
イ
ク
し
か
な
い
お
年
寄
り
も

い
て
、
特
に
冬
季
の
暖
房
器
具
で
使

う
灯
油
を
買
う
に
も
一
苦
労
と
い
う

事
態
。
こ
れ
を
受
け
て
行
っ
た
全
住

民
へ
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
、
①

出
資
を
し
て
も
存
続
、
②
燃
料
代
が

上
が
っ
て
も
買
い
支
え
る
、
と
い
う

回
答
が
約
７
割
（
特
に
高
齢
者
）
あ

り
ま
し
た
。 

 

秋
か
ら
運
営
方
法
に
つ
い
て
協
議

を
開
始
。
受
け
皿
に
な
る
に
は
法
人

格
が
必
要
で
、
あ
ば
グ
リ
ー
ン
公
社

で
は
人
員
体
制
上
受
け
れ
な
い
と
の

結
論
に
至
り
、
平
成

26
年
２
月
６

日
に
住
民
出
資
の
合
同
会
社
を
設
立

し
ま
し
た
。
当
初
の
出
資
者
数
は
１

３
４
人
、
出
資
金
１
５
４
万
円
で
し

た
が
、
現
在
は
、
出
資
者
が
１
６
６

人
に
増
え
、
出
資
金
も
２
０
０
万
円

を
超
え
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
現
実
的
に
は
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
の
経
営
は
決
し
て
楽
観
視

で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
厳

し
い
利
益
率
の
中
で
の
運
営
、
３
年

後
の
地
下
タ
ン
ク
の
更
新
な
ど
、
不

安
要
素
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

▲管理の指定を受けているあば交流館 

▲合同会社あば村のガソリンスタンド 
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そ
こ
で
、
複
数
の
事
業
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
収
益
性
を
上
げ
る
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
併
設
さ
れ
た
農
協
事

務
所
を
活
用
し
た
物
販
事
業
や
集
い

の
場
づ
く
り
の
ほ
か
、
「
木
の
駅
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
平
成

25
年
度
か

ら
本
格
稼
働
さ
せ
ま
し
た
。
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
山
に
残
る
切
り

捨
て
間
伐
材
な
ど
を
地
元
有
志
で
搬

出
し
、
木
の
駅
（
土
場
）
へ
搬
入
・

チ
ッ
プ
化
し
、
あ
ば
温
泉
の
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て
利
用
す
る
仕

組
み
で
す
。
森
林
所
有
者
に
は
、
１

ト
ン
あ
た
り
５
，
０
０
０
円
で
地
元

商
店
や
温
泉
で
使
用
で
き
る
「
地
域

通
貨
」
を
支
払
い
ま
す
。
今
後
は
、

地
区
外
か
ら
の
集
荷
も
行
い
、
一
般

家
庭
向
け
の
薪
に
加
工
し
て
販
売
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
ま
す
。 

・
組
織
体
制
が
し
っ
か
り
と
「
見
え

る
化
」
さ
れ
て
い
た
。
地
区
ご
と
の

ま
と
ま
り
が
良
く
、
大
切
だ
と
感
じ

た
。 

・
阿
波
地
区
は
、
リ
ー
ダ
ー
が
確
立

さ
れ
て
お
り
、
パ
ワ
ー
を
感
じ
た
。

新
城
市
も
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
が
必
要

と
感
じ
た
。 

・
阿
波
地
区
は
、
過
疎
化
、
高
齢

化
、
限
界
集
落
で
、
新
城
市
も
類
似

す
る
地
域
が
あ
る
。
何
と
か
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
と
感
じ
た
。 

・
阿
波
地
区
は
、
情
報
発
信
が
上
手

だ
と
感
じ
た
。
新
城
市
も
Ｉ
Ｔ
の
活

用
と
若
者
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。 

・
阿
波
地
区
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
、
長
期
継
続
で
き
る
よ
う
話
し
合

い
が
行
わ
れ
て
い
る
。
新
城
市
も
特

産
品
の
発
掘
、
商
品
化
、
ブ
ラ
ン
ド

化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

た
。 

・
間
伐
材
の
有
効
利
用
、
小
水
力
発

電
な
ど
を
活
性
化
策
と
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。 

・
今
は
う
ま
く
い
っ
て
い
て
も
、
後

継
者
を
ど
う
確
保
し
て
い
く
か
が
課

題
。
世
代
を
つ
な
ぐ
世
話
役
が
い
る

と
良
い
と
感
じ
た
。 

・
新
城
市
の
地
域
自
治
区
制
度
の
目

的
は
、
地
域
課
題
の
解
決
で
あ
り
、

予
算
消
化
で
は
な
い
。
問
題
意
識
と

危
機
感
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。 

・
今
後
、
地
域
に
と
っ
て
何
が
重
要

な
の
か
検
討
し
、
計
画
的
に
進
め
て

い
き
た
い
。
地
域
計
画
の
必
要
性
を

感
じ
た
。 

 

今
後
、
「
作
手
地
域
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

様
々
な
団
体
の
連
携
・
協
力
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
作
手
地
域
で
活
動
さ
れ

て
い
る
団
体
を
把
握
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
「
団
体
名
」
、
「
代
表

者
名
と
連
絡
先
」
、
「
会
員
数
」
、

「
活
動
内
容
」
を
ぜ
ひ
、
ご
紹
介
く

だ
さ
い
。
「
近
所
の
お
ば
あ
さ
ん
た

ち
が
定
期
的
に
集
ま
っ
て
食
事
会
し

て
い
る
よ
」
と
い
っ
た
情
報
も
、
と

て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
把
握
し
た

内
容
に
つ
い
て
は
、
団
体
の
意
思
を

尊
重
し
、
厳
重
に
取
り
扱
い
ま
す
。 

■
連
絡
先 

新
城
市
作
手
総
合
支
所 

 

内
作
手
自
治
振
興
事
務
所 

 

℡
37
‐
２
２
８
０ 

       

作
手
地
域
の
市
民
活
動
団 

 

体
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！ 

 

▲ガソリンスタンド併設の購買 

※
次
回
の
地
域
協
議
会
だ
よ
り
で
、

「
岐
阜
県
恵
那
市
」
の
視
察
報
告
を
掲

載
し
ま
す
。 

視
察
参
加
委
員
の
感
想
・
意
見 


